
                         

若
い
女
性
農
業
者
を
対
象
に 

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す 

 

●
女
性
農
業
者
の
現
状 

印
旛
地
域
は
、
担
い
手
と
な
る
認

定
農
業
者
や
後
継
者
が
多
く
、
活
力

あ
る
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。 
 
 

 

し
か
し
、
意
欲
的
な
女
性
農
業
者

が
、
農
業
に
関
す
る
資
質
向
上
の
た

め
の
研
修
や
情
報
を
得
る
機
会
は
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。 

 

●｢

Ｗ
Ａ
Ｉ
・
Ｗ
Ａ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー
」 

を
開
催 

 

７
月
１
４
日
に
印
旛
合
同
庁
舎
で

「
Ｗ
Ａ
Ｉ
・
Ｗ
Ａ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー
」
の

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
子
育
て
が
ひ

と
段
落
し
た
ら
家
族
と
農
業
を
一
緒

に
取
り
組
み
た
い
」「
農
業
者
と
し
て

情
報
交
換
を
す
る
仲
間
が
欲
し
い
」

と
考
え
る
四
十
代
前
半
ま
で
の
女
性

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

参
加
希
望
者
は
２
０
名
で
、
こ
の

日
は
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

意
欲
的
に
経
営
に
取
り
組
み
、
社
会

活
動
に
も
参
画
し
て
い
る
先
輩
女
性

農
業
者
か
ら
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ど
う
力
を
つ
け
て
き
た
か
」「
自
分
の

や
り
が
い
を
ど
う
見
つ
け
、
変
わ
っ

て
き
た
か
」
等
の
体
験
談
を
話
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
者
と
和
や
か
に
意

見
交
換
し
ま
し
た
。 

●
次
回
か
ら
の
参
加
も
歓
迎
！ 

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か 

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
は
左
記
の
予
定

で
開
催
し
ま
す
。 

２
回
目
か
ら
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

多
く
の
若
い
女
性
農
業
者
同
士
、
情

報
交
換
を
通
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
、
わ
が
家
の
農
業
経
営
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。 

第 3 回 (13:30～) 
10 月 27 日（火） 

第 2 回(13:00～) 
10 月６日(火) 

★
駅
ナ
カ
で
販
売
し
て
気
づ

い
た
消
費
者
と
の
距
離 

白
井
市 

芦
田
恵
子
氏 

★
野
菜
を
お
い
し
く
！ 

 

品
種
の
特
徴
を
活
か
し
た 

食
べ
方
を
提
案 

野
菜
料
理
研
究
家 

 
 
 

日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー

ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
講
師 

新
田
美
砂
子
氏 

★
経
営
視
察
と
実
習 

①
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
て

楽
し
い
農
業 

②
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン 

 

ト 

印
西
市 

伊
藤
苗
木 

小
山
美
千
代
氏 
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水
稲
省
力
化
栽
培
技
術 

稲
作
の
規
模
拡
大
を
目
指
す
と
き

に
問
題
と
な
る
の
が
、
育
苗
の
手
間

と
春
秋
の
作
業
集
中
で
す
。今
回
は
、

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
、

「
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽

培
」
と
「
疎
植
栽
培
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 

◆
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽
培 

鉄
粉
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
種
籾

を
代
か
き
し
た
水
田
の
表
面
に
播
種

す
る
技
術
で
す
。
従
来
の
カ
ル
パ
ー

（
酸
素
発
生
剤
）
を
使
う
直
播
栽
培

で
大
き
な
問
題
だ
っ
た
鳥
害
を
回
避

で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

育
苗
作
業
の
一
切
を
省
略
で
き
る

た
め
省
力
効
果
が
高
く
、
１
０
ａ
あ

た
り
の
労
働
時
間
で
２
割
程
度
の
削

減
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
方
、
移
植

栽
培
に
比
べ
て
細
か
な
栽
培
管
理
が

必
要
で
、
５
～
１
０
％
程
度
減
収
す

る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。 

◆
疎
植
栽
培 

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
通
常
坪
６
０

株
程
度
で
植
え
ま
す
が
、
こ
の
株
間

を
広
げ
て
坪
４
０
株
程
度
ま
で
減
ら

す
技
術
で
、
近
年
、
疎
植
に
対
応
で

き
る
田
植
機
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、取
り
組
み
が
増
え
て
い
ま
す
。 

１
０
ａ
あ
た
り
の
使
用
苗
箱
数
を

１
８
箱
か
ら
１
０
箱
程
度
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
育
苗
作
業
の
軽
減
が

図
れ
ま
す
。
直
播
栽
培
に
比
べ
れ
ば

省
力
効
果
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
反
面
、
収
量
の
安
定
性
は

高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
改
良
普
及
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

家
畜
ふ
ん
堆
肥
の 

利
用
と
注
意
点 

 

家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
、
窒
素
や
り
ん

酸
、
加
里
等
の
養
分
を
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
堆
肥
の
肥
料
分

を
有
効
利
用
す
る
と
肥
料
コ
ス
ト
が

低
減
し
ま
す
。 

 

ま
た
、、多
施
用
を
続
け
る
と
逆
に

養
分
過
剰
に
な
り
、
生
育
障
害
の
原

因
に
な
り
ま
す
。 

◆
上
手
な
使
い
方 

 

上
手
な
使
い
方
と
は
、
養
分
を
考

慮
し
た
量
を
施
用
す
る
こ
と
で
す
。

家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
、
主
材
料
に
よ
り

養
分
の
含
有
率
や
肥
効
率
（
作
物
が

吸
収
で
き
る
割
合
）
が
違
っ
て
い
ま

す
。 

 

例
え
ば
、
鶏
ふ
ん
を
主
材
料
に
し

て
い
る
も
の
は
、
牛
ふ
ん
に
比
べ
る

と
各
養
分
と
も
多
く
、
窒
素
の
肥
効

率
も
高
い
で
す
。
そ
の
た
め
施
用
す

る
量
は
、
牛
ふ
ん
の
３
～
４
割
で
同

じ
量（
作
物
の
吸
収
で
き
る
窒
素
量
）

に
な
り
ま
す
。 

 

表
は
、
作
物
区
分
ご
と
の
種
類
別

堆
肥
の
施
用
量
の
目
安
で
す
。
基
肥

窒
素
欄
数
値
に
該
当
す
る
堆
肥
の
量

が
右
欄
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

堆
肥
の
適
切
な
使
用
に
よ
り
、
肥

料
代
を
節
約
し
、
過
剰
障
害
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。 

基肥窒素 牛ふん堆肥（kg/10a) 豚ふん・鶏ふん堆肥（kg/10a)
作物名 

（kg/10a) ふん主体 副資材入り ふん主体 副資材入り 

水 稲 3 200～300 300～400 60～80 200～300 

畑作物 10 500～1,000 1,000～1,500 200～300 500～1,000 

10 500～1,000 1,000～1,500 200～300 500～1,000 
野 菜・  

花植木 20～30 
1,000～

1,500 
1,000～2,500 400～600 800～1,000 

果 樹 12 500～1,000 1,000～1,500 200～300 500～1,000 

疎植栽培の生育状況 

表：肥効的効果を考慮した家畜ふん堆肥の施肥量の目安 



ナ

シ

黒

星

病

を

来

年

に 
 
 
 
 

持
ち
越
さ
な
い
た
め
に 

 

昨
年
か
ら
黒
星
病
が
増
加
し
て
お

り
、
防
除
に
悩
ま
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。 

 

黒
星
病
菌
は
、
秋
に
感
染
し
た
芽

と
、
発
病
し
た
落
葉
上
で
冬
を
越
し

ま
す
。（
左
図
） 

 

 

来
年
に
病
原
菌
を
持
ち
越
さ
な
い

た
め
に
は
、
芽
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
秋
防
除
と
落
葉
処
理
が
重
要
で

す
。 

◆
対
策
１ 

秋
防
除 

① 

時
期
と
回
数 

10
月
中
旬
・
下
旬
・
11
月
上
旬
の

３
回 落

葉
が
遅
い
場
合
は
、
80
％
程
度

落
葉
し
た
と
き
に
最
終
の
散
布
を
行

い
ま
す
。 

②
散
布
薬
剤 

オ
キ
シ
ラ
ン
水
和
剤
５
０
０
倍
ま

た
は
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０
０

倍
。 展

着
剤
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
（
１
０
０
０

倍
）
を
加
用
す
る
と
薬
剤
の
耐
雨
性

が
高
ま
り
ま
す
。 

③
散
布
量
等 

 

芽
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
枝

を
薬
液
が
流
れ
伝
う
位
た
っ
ぷ
り
と

散
布
し
、
芽
に
薬
液
が
十
分
か
か
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

◆
対
策
２ 

落
葉
処
理 

 

落
葉
は
、
春
の
有
力
な
伝
染
源
で

す
。
必
ず
園
の
外
に
持
ち
出
す
か
、

埋
め
る
等
、
処
分
し
ま
し
ょ
う
。 

 

落
葉
が
園
の
周
囲
に
残
っ
て
い
な

い
か
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ト
マ
ト
裂
果
の
原
因
に
つ
い
て 

抑
制
ト
マ
ト
の
収
穫
が
本
格
的
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
収
穫
段
数
が
進

む
に
つ
れ
て
、
裂
果
に
よ
る
品
質
の

低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
Ａ
品

率
の
低
下
を
招
く
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

◆
裂
果
は
な
ぜ
起
こ
る
か
・
・ 

ト
マ
ト
表
皮
の
張
力
が
、
果
実
内
部

の
圧
力
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
皮

が
裂
け
る
事
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。 

裂
け
型
に
よ
り
、
へ
た
（
ガ
ク
）
の

部
分
よ
り
放
射
状
の
裂
果
や
、
同
心

円
状
の
裂
果
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
極
端
な
場
合
に
は
側
面
に
亀
裂

が
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

放
射
状
裂
果
は
、
へ
た
部
分
に
コ

ル
ク
層
が
で
き
や
す
い
品
種
に
多
く

発
生
し
、
コ
ル
ク
層
よ
り
徐
々
に
裂

果
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
同
心
円
状
裂
果
は
、
果
実
の
肩
部

分
が
、
長
時
間
の
直
射
日
光
や
乾
燥

等
に
よ
り
、
表
皮
の
う
ぶ
毛
が
な
く

な
り
老
化
症
状
と
な
っ
て
発
生
し
ま

す
。 

◆
裂
果
を
防
ぐ
に
は 

 

ト
マ
ト
の
裂
果
は
、
各
種
の
要
因

が
複
雑
に
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
以

下
の
対
策
に
よ
り
軽
減
す
る
こ
と
で

き
ま
す
。 

①
土
壌
水
分
の
極
端
な
乾
湿
を
避
け
、 

根
域
の
水
分
を
安
定
さ
せ
る
。 

②
花
房
を
直
射
日
光
に
当
て
な
い
よ

う
に
す
る
。 

た
と
え
ば
定
植
の
と
き
花
を
北
側

に
向
け
て
植
え
る
と
日
焼
け
防
止
に

な
り
ま
す
。 

③
水
滴
が
果
実
表
面
に
付
着
し
な
い

よ
う
に
す
る
。 

外
気
温
が
下
が
る
と
朝
露
の
付
着

も
裂
果
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
理
想

的
に
は
夜
温
を
１
０
度
以
上
に
保
つ

と
良
い
で
し
ょ
う
。 

④
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ホ
ウ
素
の
吸
収
を

良
く
す
る
。 

こ
れ
ら
は
、
前
記
①
の
土
壌
水
分

に
影
響
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
肥
料
３

要
素
の
多
施
用
に
よ
っ
て
も
吸
収
が

阻
害
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

黒星病生活史



農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
が 

今
年
も
開
講
し
ま
し
た 

 

本
セ
ミ
ナ
ー
は
新
規
就
農
者
に
対

し
、
３
年
間
で
農
業
経
営
に
必
要
な

知
識
、
技
術
、
課
題
解
決
方
法
、
経

営
計
画
立
案
方
法
等
の
習
得
と
仲
間

作
り
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。 

研
修
終
了
時
に
は
農
業
経
営
計
画

の
立
案
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
新
た
に
２
３
名
と
近
年
に

な
く
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
生
が
加
入
し
、

総
勢
四
十
五
名
を
対
象
に
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
開
講
式
に

は
、
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
来
賓

と
し
て
指
導
農
業
士
、
農
業
士
、
関

係
市
町
村
及
び
農
協
か
ら
１
２
名
の

出
席
が
あ
り
、
午
後
は
交
流
会
と
視

察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
後
、
集
合
研
修
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
、
先
進
農
家
へ
の
視
察
研
修

会
等
を
実
施
し
、
新
規
就
農
者
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
か
ら
で
も
セ
ミ
ナ
ー
を
希
望
す

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

里
山
活
動
団
体
に
よ
る 

森
林
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す 

 

千
葉
県
里
山
条
例
（
平
成
十
五
年

施
行
）
に
基
づ
く
印
旛
地
域
の
里
山

活
動
状
況
は
、
現
在
、
十
八
団
体
が

二
十
地
域
で
里
山
活
動
協
定
を
締
結

し
、
２
４
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
森
林

の
草
刈
り
な
ど
、
森
林
整
備
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
八
街
市
小
谷
流
地
区

の
谷
津
田
が
広
が
る
里
山
を
「
山
桜

と
ほ
た
る
の
里
」
と
名
づ
け
、
里
山

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
住
民
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
の
代
表
は
「
産
廃
不
法
投
棄
の

場
と
し
て
狙
わ
れ
る
里
山
を
守
る
活

動
に
地
元
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
一

年
程
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
山

桜
と
ほ
た
る
の
飛
び
交
う
里
山
に
再

生
し
、
わ
さ
び
な
ど
の
栽
培
を
し
た

い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
里
山
の
整
備
を

希
望
す
る
森
林
所
有
者
と
、
里
山
活

動
を
希
望
す
る
団
体
と
の
橋
渡
し
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

“
第
９
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ムin

い
ん
ば
”
開
催
の
お
知
ら
せ 

目
的 

男
女
が
共
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
経
営
参
画
や
社
会
参

画
を
進
め
る
た
め
の
方
策
を

考
え
あ
い
、
魅
力
と
活
力
あ

る
農
村
を
め
ざ
す
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。 

日
時 

平
成
２
１
年
１
１
月
１
０
日 

 
 
 

(

火) 

１
３
時
～
１
７
時 

場
所 

佐
倉
市 

印
旛
合
同
庁
舎 

 
 
 

２
階
大
会
議
室 

 
 
 

佐
倉
市
鏑
木
仲
田
町
８
‐
１ 

内
容 

★
講
演(

仮
題) 

 
 
 

「
仲
間
と
共
に
す
す
め
る 

 
 
 
 

女
性
の
力
を
生
か
し
た 

 
 
 
 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り｣ 

 
 
 

い
ち
ご
農
家 

大
出
陽
子
氏 

 
 
 
 

・
栃
木
県
女
性
農
業
士 

 
 
 

・
栃
木
市
農
業
委
員 

 
 
 
 

・
栃
木
市
農
村
女
性
会
議
会
長 

 
 
 

★
寸
劇 

 
 
 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム 

実
行
委
員
会(

７
団
体)

が
企

画
し
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

 千
葉
県
農
業
大
学
校 

 

推
薦
入
試
の
お
知
ら
せ 

農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
、

千
葉
県
立
の
農
業
大
学
校
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
！ 

募
集
人
員
と
受
験
資
格 

農
学
科
（
４
０
名
）
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
又
は
平
成
２
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
者
で
学
校
長
の
推
薦
が

あ
る
者 

研
究
科
（
約
１
０
名
）
都
道
府
県
の

農
業
大
学
校
の
農
学
科
を
卒
業
し
た

者
又
は
平
成
２
２
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
者
で
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
者 

 
 
 

 

選
考
期
日
・
場
所
・
方
法 

１
０
月
２
７
日
（
火
）
千
葉
県
農
業

大
学
校
・
書
類
審
査 

小
論
文
面
接 

願
書
受
付
期
間
・
合
格
発
表 

９
月
２
４
日
（
木
）
～
１
０
月
９
日

（
金
）・
発
表
日
１
１
月
６
日
（
金
） 

申
込
・
問
合
せ 

千
葉
県
農
業
大
学
校 

東
金
市
家
之

子
１
０
５
９ 

℡0475(52)5121 
U

RL:http://w
w

w.pref.chiba.lg.
jp/noudai/ 


